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1 概要

本文書は，pLATEX2εにおいて OldSlavによって Śńć~TEXフォントを利用するための解説である．

Śńć~TEX（SlavTEX）は，ロシアの Andreȷ Slepuhin 氏によって開発された古代教会スラヴ語 TEX パッ

ケージである．Śńć~TEX オリジナルは独自のフォーマットファイルを生成して TEX で利用するものであり，

現在の LATEX ユーザには極めて敷居が高い．日本語との共存もできない．開発者の本国ロシアにおいては，

Śńć~TEXは歴史的存在になりつつあり，現在では教会スラヴ語の組版にはもっぱら HipTEXが用いられている

ようである．このため Śńć~TEXは一時期インターネット上のアーカイブから姿を消してしまった．しかしなが

ら，そのきりりと立った書体は美しい．過去の遺物として捨て去るには忍びない．筆者が Śńć~TEXの書体を惜

しむメッセージをロシアの TEXユーザズグループ CyrTEXのメーリングリストに提出したところ，LATEXキ

リル関連パッケージのメンテナーである Vladimir Voloviq氏が vsu（ヴォロネジ大学）の ftpアーカイブ

に Śńć~TEX Ver. 2.2を「復活」させてくださった．

OldSlavは Śńć~TEX教会スラヴ語フォントを pTEXで利用するための追加パッケージである．以下の機能を

実装している．

• 入力コマンド対応
オリジナルでは DOS CP866 8bit キリルコードによる記述が前提となっているため，日本語 JISコー

ド（JIS，SJIS，EUC）との混在ができない．このため日本語テキストと混在して使えるよう，教会ス

ラヴ語出力のシンボル命令をサポートした．これにより pLATEX2εで日本語ほか多言語混在の文書中で

も利用できるようになる．

• アスキートランスクリプション対応
仮想フォントによって文字位置の再マッピングを行い，OT2 と類似したローマ字転写式の入力をサ

ポートした．

• NFSS2フォントスキーム対応

NFSS2フォント管理に基づいたフォント定義を追加し，LATEXの書体操作を可能とした．

• コントロールシーケンスの追加・変更
titlo，気息記号，アクセント付き文字を出力するためのコントロールシーケンスの追加を行った．

• Babel対応

pTEX Babel環境で利用するための言語定義を追加した．

• ハイフネーションパターンのサポート
Śńć~TEX提供のハイフネーションパターンを pTEXで利用できるよう調整した．

• UTF-8入力のサポート

upLATEX，pdfLATEXにおいて原稿テキストを UTF-8キリル文字で入力できるようにした．

配布ファイルは表 1（4頁）のとおり．

本パッケージは LATEX Project Public Licence, Ver. 1.3以降に準拠して，配布，改変を行うことができる

ものとする．ライセンスの最新版は http://www.latex-project.org/lppl.txtにある．

本パッケージ及びドキュメントの運用結果に関して，作者はいかなる責任も負わない．またいかなる保証も

行わない．利用者の責任において使用するものとする．

仕様，パッケージ内容は事前の断りなく改変することがある．本パッケージに関する問題点等の情報を筆者

のサイト http://yasuda.homeip.net/に掲載する場合がある．

ご指摘あれば電子メールにて題記アドレスまでご連絡いただければ幸いである．
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表 1 配布ファイル一覧

README パッケージ説明ファイル（英文）

Makefile インストール用 Makefile（GNU make前提）
install.sh インストール用シェルスクリプト

tex/generic/babel/oldchurchslavonic.ldf Babel Old Church Slavonic言語定義
tex/generic/babel/oldchurchslavonic.sty Babel Old Church Slavonic言語スタイル
tex/generic/babel/nippon.ldf Babel nippon言語定義
tex/generic/babel/nippon.sty Babel nippon言語スタイル
tex/latex/oldslav/lstenc.def LSTエンコーディング定義ファイル
tex/latex/oldslav/lsaenc.def LSAエンコーディング定義ファイル
tex/latex/oldslav/lstcmr.fd フォント定義ファイル（LST）
tex/latex/oldslav/lsacmr.fd フォント定義ファイル（LSA）
tex/latex/oldslav/ocscommon.def OldSlavスタイルファイル（共通）
tex/latex/oldslav/oldslav.sty OldSlavスタイルファイル（non-Babel用）
tex/latex/oldslav/ocshyphen.tex ハイフネーションパターン（ドライバ）

tex/latex/oldslav/ocshyphen.def ハイフネーションパターン（本体）

fonts/ftm/oldslav/fslavrm.tfm tfmフォント（LST）
fonts/ftm/oldslav/fslavas.tfm tfmフォント（LSA）
fonts/vf/oldslav/fslavrm.vf vfフォント（LST）
fonts/vf/oldslav/fslavas.vf vfフォント（LSA）
fonts/type1/oldslav/*slav*.pfb Śńć~TEX type1フォント（by mftrace）

fonts/type1/oldslav/exslav10.pfb 追加 type1フォント（by mftrace）

fonts/map/dvips/oldslav/oldslav*.map フォントマップ

doc/oldslav/oldslavdoc.{tex, pdf} 本ドキュメント『利用の手引き』（EUC）
doc/oldslav/ocsbabel.{tex, pdf} 日本語版 Babel利用サンプル
doc/oldslav/ocsnonbabel.{tex, pdf} 日本語版 non-Babelサンプル
doc/oldslav/ocsbabele.{tex, pdf} 英語版 Babel利用サンプル
doc/oldslav/ocsnonbabele.{tex, pdf} 英語版 non-Babelサンプル
doc/oldslav/ocsutfenc.{tex, pdf} UTF-8サンプル
doc/oldslav/ocsutfsmpl.{tex, pdf} Utf82TEXサンプル（UTF-8）
doc/oldslav/ocsmulti.{tex, pdf} Utf82TEX多言語サンプル（UTF-8）

This package may be distributed and/or modified under the conditions of the LATEX Project Public

License, either version 1.3 of this license or any later version.

The latest version of this license is in http://www.latex-project.org/lppl.txt and version 1.3 or

later is part of all distributions of LATEX version 2003/12/01 or later.
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2 インストール

2.1 ダウンロード

パッケージアーカイブをダウンロードする．URL は以下のとおり．

• Śńć~TEXオリジナルパッケージ

ftp://ftp.vsu.ru/pub/tex/church-slavonic/slavtex/slavtex-2.2.tar.gz

• OldSlavパッケージ

http://yasuda.homeip.net/archives/oldslav-1.3-beta.tar.gz（tar.gz版）

http://yasuda.homeip.net/archives/oldslav-1.3-beta.zip（zip版）

OldSlav最新版は http://yasuda.homeip.net/dl/dl.htmlから入手できる．

2.2 UNIXの場合

UNIX ユーザは，OldSlav パッケージを解凍してできたディレクトリの直下にある添付 Makefile で，比

較的簡単にインストールできる．Mac OS X においても同じ手順が適用できる．GNU make が必要である．

FreeBSDの場合は gmakeを別途インストールしておき，以下の説明にある makeは gmakeに読替えて実行し

なければならない．

Makefile先頭にあるインストールパスを適宜修正する．つまり，PREFIX，TEXDIR，TEXVARDIR，WGETの

右辺の設定を変更すればよい．USER，GROUPは Śńć~TEXツリーの所有者を指定する．

• TEXDIR TEXローカルパッケージのトップディレクトリ

• TEXVARDIR Śńć~TEXフォーマットファイルの格納ディレクトリ

• WGET wgetコマンドの絶対パス

インストール手順は次のとおり．OldSlav パッケージを ~/tmp にダウンロードしたものとして説明する．

Śńć~TEXのダウンロード，インストール，OldSlavのインストールを順次実行する．make slinstall，make

install に HASH=n，MAP=n を付加すると，それぞれ mktexlsr，updmap の実行を行わない．この場合適宜

手動で行うこと．

% cd ~/tmp

% tar zxvf oldslav-1.3-beta.tar.gz

% cd oldslav-1.3-beta

% make fetch

% su -m

# make slinstall

# make install

# exit

インストールが終了したら，ハイフネーションパターンの登録（8頁 2.4節参照）を行う．
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サンプル文書のタイプセットも makeで可能である．samples-jp，samples-en，slsampleの各ターゲッ

トは，それぞれ日本語サンプル，英語サンプル，Śńć~TEXオリジナルサンプルをタイプセットするものである．

% cd ~/tmp/oldslav-1.3-beta

% make samples-jp

% make samples-en

% make slsample

Makefileによらず手動でインストールする場合は以下のような手順となる．

1. パッケージをインターネットより取得する．

2. Śńć~TEX及び OldSlavアーカイブを解凍し，$TEXDIRに展開する．$TEXDIRはローカルパッケージの格

納場所である TEXディレクトリツリーのトップディレクトリ名を示す．

3. mktexlsrにより TEXツリーを更新する．

4. updmapによりフォントマップを更新する．

以下の手順では，パッケージをダウンロードユーティリティ wgetで取得しているが，ftpでもブラウ

ザでも可能である．% は一般ユーザの，# はスーパーユーザの tcsh シェル・プロンプトであることを

示している．

% setnev TEXDIR /usr/local/teTeX/share/texmf-local

% setnev TEXVARDIR /usr/local/teTeX/share/texmf-local/web2c

% cd ~/tmp

% wget -nH -nd \

http://yasuda.homeip.net/archives/oldslav-1.3-beta.tar.gz

% gunzip -c oldslav-1.3-beta.tar.gz | tar xvf -

% cd oldslav-1.3-beta

% wget -nH -nd \

ftp://ftp.vsu.ru/pub/tex/church-slavonic/slavtex/slavtex-2.2.tar.gz

% mkdir slavtex-pkg

% gunzip -c slavtex-2.2.tar.gz | ( cd slavtex-pkg ; tar xvf - )

% su -m

# chown -R root:wheel slavtex-pkg doc tex fonts

# cd slavtex-pkg

# tar cf - ./doc ./tex ./fonts/tfm | ( cd $TEXDIR ; tar xvf - )

# cd ..

# tar cf - ./doc ./tex ./fonts | ( cd $TEXDIR; tar xvf - )

# mktexlsr

# updmap --nomkmp --enable Map=oldslav.map

# updmap --enable Map=oldslavex.map
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5. ハイフネーションパターンを登録する（8頁 2.4節参照）．

6. OldSlavサンプルをタイプセットする．

% cd ~/tmp/oldslav-1.3-beta/doc/oldslav

% foreach i (*babel*.tex)

foreach? platex $i

foreach? platex $i

foreach? end

% foreach i (*babel*.dvi)

foreach? dvipdfmx $i

foreach? end

% pdflatex ocsutfenc.tex

7. Śńć~TEX フォーマットファイルを生成する．OldSlav 機能のみの利用であればこれは不要である．

$TEXVARDIRは fmtファイルの格納場所である．

% su -m

# tex -ini -translate-file=cp227.tcx slplain.tex

# mv slplain.fmt $TEXVARDIR

# exit

8. Śńć~TEXオリジナルのサンプルを Śńć~TEXフォーマットを用いてタイプセットする．pray.texは PCX

画像を入力するため dvipdfmxで処理できない．dvipsと ps2pdf（Ghostscript）によって PDFに変

換している．

% cp -R $TEXDIR/doc/slavtex/examples .

% cd examples

% tex \&slplain pray.tex

% dvips pray.dvi -o

% ps2pdf pray.ps pray.pdf

2.3 Windows の場合

1. ブラウザ，ftpクライアントソフトを利用して，slavtex-2.2.tar.gz及び oldslav-1.3-betaアー

カイブをインターネットからダウンロードし，ワークフォルダ（ここでは C:Y=tmpとする）に格納する．

2. ダウンロードしたアーカイブをワークフォルダに展開する．tar.gzファイルの解凍には，gzip で圧縮

された tar ファイルを処理できる Lhaplus のようなWindows用アーカイバが必要である．OldSlav

には，たいていのWindowsアーカイバで解凍が可能な zip版も用意されている．zip版は解凍すると，

$TEXMF 以下の TDS（TEX Directory Structure）に準じてファイルを展開するので，解凍先として
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TEXツリーのトップフォルダ（texmf-localなど）をアーカイバに指示すればよい．

3. ワークフォルダ内で解凍した場合は，展開したフォルダの下のファイル群を同じフォルダツリー構

成で TEX ツリーに格納する．つまり，OldSlav の tex フォルダ下は TEX ツリーの tex フォルダ

（texmf-localY=texなど）下に格納する．TDSの基準に準拠する必要がある．

4. $TEXMFY=fontsY=mapY=dvipsY=slavtex と $TEXMFY=fontsY=type1Y=publicY=slavtex の Śńć~TEX フォル

ダを消去する．これは，OldSlavで提供するフォントマップ及び Type1フォントリソースを使用する

ためである．

5. 格納したら，コマンドプロンプトから以下を実行し，TEXツリーとフォントマップとを更新しておく．

C:Y=tmp>mktexlsr

C:Y=tmp>updmap --add oldslav.map

C:Y=tmp>updmap --add oldslavex.map

6. Śńć~TEXオリジナルを利用するならフォーマットファイルを生成しておく．

C:Y=tmp>set TEXVARDIR=c:Y=usrY=localY=shareY=texmf-localY=web2c

C:Y=tmp>tex -ini -translate-file=cp227.tcx slplain.tex

C:Y=tmp>move slplain.fmt %TEXVARDIR%

7. Śńć~TEXオリジナルのサンプルのタイプセットは次のように行う．PDF生成には Ghostscriptが必要で

ある．

C:Y=tmp>set TEXDIR=c:Y=usrY=localY=shareY=texmf-local

C:Y=tmp>cd %TEXDIR%Y=docY=slavtexY=examples

C:Y=usrY=localY=...Y=slavtexY=examples>tex -fmt=slplain pray.tex

C:Y=usrY=localY=...Y=slavtexY=examples>dvips pray.dvi -o

C:Y=usrY=localY=...Y=slavtexY=examples>ps2pdf pray.ps pray.pdf

2.4 ハイフネーションパターンの登録

自動ハイフネーションの実現のためハイフネーションパターンファイルを登録する．

language.dat（最近のW32TEXでは language.ptx）ファイルに対し，テキストエディタによって，言

語名とこれに対応するハイフネーションパターンファイル名の対を追加指定する．

% for Old Church Slavonic

oldchurchslavonic ocshyphen.tex
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引き続き pLATEX2εのフォーマットファイルを再生成する．このとき編集した language.dat ファイルが

pTEXの認識するところのものでなければならない．language.datファイルをカレントディレクトリに置い

て行うのが確実である．latexコマンドでも有効にしたい場合は LATEX2ε用のフォーマットファイルも再生

成しておく．フォーマットファイルの再生成は fmtutil-sys コマンドを実行する．フォーマットの名称は

ユーザの環境に合わせること．

# fmtutil-sys --byfmt platex (UNIX)

# fmtutil-sys --byfmt uplatex (UNIX)

C:Y=>fmtutil --byfmt platex (Windows)

C:Y=>fmtutil --byfmt uplatex (Windows)
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3 利用の手引き

3.1 古代教会スラヴ語パッケージ指定

3.1.1 Babel環境の場合

Babel 言語オプションに oldchurchslavonic を指定する．教会スラヴ語言語定義ではキャプション等に

おいてロシア語を出力するので，T2Aオプション指定の fontencパッケージも指示しておく．

\documentclass[a4paper]{jarticle}

\usepackage[T2A, T1]{fontenc}

\usepackage[oldchurchslavonic, nippon]{babel}

3.1.2 Babelを使わない場合

LATEXドキュメントのプリアンブルにおいて \usepackageにより oldslav.styを読込むよう指定する．

\documentclass[a4paper]{jarticle}

\usepackage{oldslav}

3.2 古代教会スラヴ語への切替え

3.2.1 Babel環境の場合

コントロールシーケンス \selectlanguage{oldchurchslavonic}によって，フォント，自動ハイフネー

ション，キャプションが古代教会スラヴ語言語環境に切替わる．

【入力】

\selectlanguage{oldchurchslavonic}

\OCSHER\ttls{\OCSrcy}\OCStverdo\oksija{\OCSon}\OCSslovo\OCSert{}

\OCSvedi\OCSon\OCSslovo\OCSkako\ttlnrm{\OCSrcy}\OCSslovo\OCSest{}

\<{\OCSizhe}\OCSzemlya\paerokl{} \OCSmyslite\oksija{\OCSest}\OCSrcy%

\OCStverdo\OCSvedi\OCSery\OCSher\OCSert, \OCSslovo\OCSmyslite%

\oksija{\OCSest}\OCSrcy\OCStverdo{}i\OCSyu{} \OCSslovo\OCSmyslite%

\oksija{\OCSest}\OCSrcy\OCStverdo\OCSerm{} \OCSpokoj\OCSon%

\OCSpokoj\OCSrcy\oksija{\OCSaz}\OCSvedi\OCSerm.

【出力】

Ţà̀âůáê ćőáłà~áě »ĺğ– ňşàâćëåê, áňşàâiî áňşàâì ŕőŕàřćì.

3.2.2 Babelを使わない場合

コントロールシーケンス \slav によって教会スラヴ語言語環境に切替わる．ハイフネーションパターンが

登録されていれば，これを用いるようになっている．Babel環境とは異なりキャプション，日付は変更しない．

その他の言語や日本語の文章に一部挿入する場合はグルーピングするのがよい．
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【入力】

{\slav%

\OCSHER\ttls{\OCSrcy}\OCStverdo\oksija{\OCSon}\OCSslovo\OCSert{}

\OCSvedi\OCSon\OCSslovo\OCSkako\ttlnrm{\OCSrcy}\OCSslovo\OCSest{}

\<{\OCSizhe}\OCSzemlya\paerokl{} \OCSmyslite\oksija{\OCSest}\OCSrcy%

\OCStverdo\OCSvedi\OCSery\OCSher\OCSert, \OCSslovo\OCSmyslite%

\oksija{\OCSest}\OCSrcy\OCStverdo{}i\OCSyu{} \OCSslovo\OCSmyslite%

\oksija{\OCSest}\OCSrcy\OCStverdo\OCSerm{} \OCSpokoj\OCSon%

\OCSpokoj\OCSrcy\oksija{\OCSaz}\OCSvedi\OCSerm.}

【出力】

Ţà̀âůáê ćőáłà~áě »ĺğ– ňşàâćëåê, áňşàâiî áňşàâì ŕőŕàřćì.

コントロールシーケンス \leaveslav によって教会スラヴ語環境，すなわち教会スラヴ語フォント（エン

コーディング）及びハイフネーションの環境を抜け出して，\slav以前の言語環境に復帰する．pLATEX2εで

は通常，ハイフネーション言語は言語番号 0（通常英語）に復帰するはずである．言語番号は language.dat

における言語の指定順序に依存する．フォントエンコーディングは OldSlav切替え以前（T1等）に復帰する．

\slavをグルーピングして用いる場合は \leaveslavを記述する必要はない．以下に例を示す．

英語フォント，ハイフネーション

\slav

教会スラヴ語フォント，ハイフネーション

\leaveslav

英語フォント，ハイフネーションに復帰

{\slav

グループ内: 教会スラヴ語フォント，ハイフネーション

}

グループ外: 英語フォント，ハイフネーション

3.3 入力メソッド

OldSlavにおける教会スラヴ語テキストの入力メソッドは 7種類ある．generic，UTF-8，cp1251，koi8-

r，iso88595，cp866，ascii である．本稿では，cp1251，koi8-r，iso88595，cp866 の 4メソッドをキリル

inputencメソッドと総称する．

3.3.1 generic

generic メソッドは，Śńć~TEXフォントエンコーディングに依存したもっぱらシンボル命令による入力方法で

ある．Śńć~TEXフォントは主に 8ビット領域に教会スラヴ文字が配置されており，pTEX標準では入力文字に

直接対応する形態で教会スラヴ語グリフを出力することはできない．コマンド（命令，コントロールシーケン
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ス）を入力し，8ビットエリアにアクセスする．3.2.1節（10頁）で示した例は generic メソッドによる．

3.3.2 UTF-8

UTF-8 メソッドは，Unicode Cyrillic U+0400–U+04FF で定義された文字を UTF-8 で符号化した文字

コードによって，教会スラヴ語文字を表現する方式である．ただし，教会スラヴ語文字に対応づけられてい

ない Unicode キリル文字は入力できない．Śńć~TEX オリジナルの記法と互換性を有し，かつ Unicode で定義

された Ć，Ş等の古スラヴ文字を使うことができ，より教会スラヴ語表記に近い形態で入力することができる．

UTF-8 メソッドは upLATEXもしくは欧文用 LATEX，pdfLATEXでの利用を想定している．pLATEX UTF-8対

応版（--kanji=utf8サポート版）ではいくつか制約がある（節 3.14・24頁参照）．

Unicode古スラヴ文字をテキストエディタで入力するためには，これが可能なインプットメソッド（IME）

が必要である．筆者は GNU Emacs向けのスラヴ語汎用インプットメソッドを公開している．ロシア語，ウ

クライナ語，マケドニア語，教会スラヴ語等，同一のインプットメソッドで汎用的にスラヴ語を入力するこ

とができる．インストール・利用方法の詳細は『Emacsスラヴ語／古典ギリシア語汎用インプットメソッド』

http://yasuda.homeip.net/rus2/emacs-im.htmlを参照のこと．

3.3.3 キリル inputenc

cp1251，koi8-r，iso88595，cp866 の各メソッドは，一般的なキリル文字コードで OldSlavを利用するた

めの入力メソッドである．それぞれ，Windows CP1251，KOI8-R，ISO 8859-5，DOS CP866 文字コード

に対応している．platex ではなく latex の利用となる．プリアンブルで OldSlavオプション（節 3.14・24

頁参照）とともに \usepackage[<エンコーディング名>]{inputenc}を指定しなければならない．これらは

Śńć~TEXオリジナルの記法と互換性がある．

UTF-8，キリル inputencメソッドは generic メソッドの拡張であり，generic で利用できる記法を併用す

ることができる．ハイフネーションも機能する．ただし，これらは Babel教会スラヴ語環境のみのサポート

であり，oldslav.styでは利用できない．

3.3.4 ascii

ascii メソッドは，ラテン文字で教会スラヴ語フォントを出力できるようにしたものである．入力仕様は

OT2キリルフォントエンコーディングにおけるトランスクリプション仕様に類似している．ascii メソッドに

はいくつか問題点があることに注意すべきである．

• 仮想フォントの文字再配置で実現している ascii では，入力コードとハイフネーションパターンのコー

ドが一致しないため，自動分綴が機能しない．

• いくつかの文字を合字（リガチャ）として出力する．これらの文字をアクセント命令のオペランドとす
ると入力が分割されてしまい，期待する出力が得られない．アクセントを付加したいときは合字ではな

く命令を使用しなければならない．

• 合字は，TEX行整形の過程で行末において個別の文字に分割されてしまい，不正な綴りで出力される場

合がある．この場合も命令に変更することによって調整する必要がある．

\OCSxxxxのシンボル命令はすべてのメソッドに共通して利用できる．

教会スラヴ語文字出力に対して各メソッドにおける入力表記を表 2（13 頁）に示す．表中の “common”，

“macro”はすべてのメソッドで共通に利用できる．“Cyrillic”欄はキリル inputencメソッドを示している．†

記号が付された表記は合字として文字を出力するものである．アクセントはアクティブ・アクセント記法（節
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3.5・20頁）に基づいた入力方法で示している．

表 2 教会スラヴ語文字–各メソッド対応

symbol common UTF-8 Cyrillic generic ascii macro

Letter

Ă \OCSAZ А А A

ă \OCSaz а а a

Ą \OCSBUKI Б Б B

ą \OCSbuki б б b

Ć \OCSVEDI В В V

ć \OCSvedi в в v

Č \OCSGLAGOL Г Г G

č \OCSglagol г г g

Ď \OCSDOBRO Д Д D

ď \OCSdobro д д d

Ě \OCSEST Е Е E

ě \OCSest е е e

e \OCSestd є є∗1 e e1† \e

note *1 є: cp1251, iso88595 only.

Ę \OCSZHIVETE Ж Ж ZH†|Z1† \ZH

ę \OCSzhivete ж ж zh†|z1† \zh

Ğ \OCSZEMLYA З З Z

ğ \OCSzemlya з з z

S \OCSZELO Ѕ∗2 Ѕ∗3 S \Z

s \OCSzelo ѕ∗4 ѕ∗5 s \z

note *2, *4 Ѕ: Unicode U+0405; ѕ: U+0455;

*3, *5 Ѕѕ: cp1251, iso88595 only.

Ĺ \OCSIZHE И И I

ĺ \OCSizhe и и i

Ľ \OCSIKRAT Й Й I0†

ľ \OCSikrat й й i0†

I \OCSI I|Ї∗6 I|Ї∗7 I I1† \I

i \OCSi i|ї∗8 i|ї∗9 i i1† \i

note *6, *8 I: Unicode U+0406; Ї: U+0407; i: U+0456; ї: U+0457;

*7, *9 IiЇї: cp1251, iso88595 only.

[ltr] letter or command

[ccs] common command (control sequence)

[ultr] upper letter of [ltr]

[lltr] lower letter of [ltr]

A|B A or B

次頁に続く
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symbol common UTF-8 Cyrillic generic ascii macro

“ \OCSit \is

Ł \OCSKAKO К К K

ł \OCSkako к к k

Ń \OCSLYUDE Л Л L

ń \OCSlyude л л l

Ň \OCSMYSLITE М М M

ň \OCSmyslite м м m

Ŋ \OCSNASH Н Н N

ŋ \OCSnash н н n

Ő \OCSON О О O

ő \OCSon о о o

O \OCSOND Ň O O0† \O

o \OCSond ň o o0† \o

W \OCSOMEGA Ń W O1† \W

w \OCSomega ń w o1† \w

˘ \OCSOMEGAD Ő \OMEGAD

¯ \OCSomegad ő \omegad

Q \OCSOT Ŋ Q \OT

q \OCSot ŋ q \ot

Ŕ \OCSPOKOJ П П P

ŕ \OCSpokoj п п p

Ř \OCSRCY Р Р R

à \OCSrcy р р r

Ś \OCSSLOVO С С S

á \OCSslovo с с s

Š \OCSTVERDO Т Т T

â \OCStverdo т т t

Ş \OCSUK У У U

ã \OCSuk у у u

˛ \OCSUKD OY† OY† \OU

Y \OCSUkd Оу∗10 Y Oy† \Ou

y \OCSukd оу∗11 y oy† \ou

note *10, *11 Оу: Unicode U+0478; оу: U+0479;

¸ \OCSukt \uk

[ltr] letter or command

[ccs] common command (control sequence)

[ultr] upper letter of [ltr]

[lltr] lower letter of [ltr]

A|B A or B

次頁に続く
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symbol common UTF-8 Cyrillic generic ascii macro

Ť \OCSFERT Ф Ф F

ä \OCSfert ф ф f

Ţ \OCSHER Х Х H

å \OCSher х х h

Ű \OCSCY Ц Ц C|TS†

æ \OCScy ц ц c|ts†

Ů \OCSCHERV Ч Ч Q|CH†

ç \OCScherv ч ч q|ch†

Ÿ \OCSSHA Ш Ш X|SH†

è \OCSsha ш ш x|sh†

Ź \OCSSHCH Щ Щ W|SHCH†

é \OCSshch щ щ w|shch†

Ž \OCSERT Ъ Ъ P2†

ê \OCSert ъ ъ p2†

Ż \OCSERY Ы Ы Y

ë \OCSery ы ы y

Ĳ \OCSERM Ь Ь P1†

ì \OCSerm ь ь p1†

İ \OCSYAT Ş|Э Э E0† \YE

í \OCSyat ş|э э e0† \ye

đ \OCSYU Ю Ю YU†|J2† \YU

î \OCSyu ю ю yu†|j2† \yu

J \OCSYA J J \YA

j \OCSya j j \ya

ü \OCSIE Ž \JE

ô \OCSie ž \je

§ \OCSYUSM Ć|Я Я YA†|J1† \A

ï \OCSyusm ć|я я ya†|j1† \a

ø \OCSYUSB Ů \U

ð \OCSyusb ů \u

ú \OCSYUSMJ Č \JA

ò \OCSyusmj č \ja

ù \OCSYUSBJ Ÿ \JU

ñ \OCSyusbj ÿ \ju

[ltr] letter or command

[ccs] common command (control sequence)

[ultr] upper letter of [ltr]

[lltr] lower letter of [ltr]

A|B A or B

次頁に続く
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symbol common UTF-8 Cyrillic generic ascii macro

X \OCSKSI Ğ X \KS

x \OCSksi ğ x \ks

Z \OCSPSI Ţ Z \PS

z \OCSpsi ţ z \ps

F \OCSFITA Ř F F0† \F

f \OCSfita ř f f0† \f

V \OCSIZHITSA Ł V I2† \VI

v \OCSizhitsa ł v i2† \vi

V„„ "\OCSIZHITSA Ł̋ "V "\VI

v„„ "\OCSizhitsa ł̋ "v "\vi

v \OCSDZHE Џ \DZ

w \OCSdzhe џ \dz

t \OCSYN \YN

u \OCSyn \yn

. .

, ,

: :

; ;

e -

? ?

[ [

] ]

· ·· ·· ·: \TTT

Accent (active accent mode)

ř ’[ltr]

I« ’\OCSI ’I|’Ї ’I|’Ї ’I ’\I \Ia

Á ’\OCSi ’i|’ї ’i|’ї ’i ’\i \ia

«̨ ’\OCSUKD ’\OU

«Y ’\OCSUkd ’Оу ’Y ’\Ou

«y ’\OCSukd ’оу ’y ’\ou

ă„ ‘[ltr]

Ð ^[ltr]

»ă <[ltr]

­ă "[ltr]

[ltr] letter or command

[ccs] common command (control sequence)

[ultr] upper letter of [ltr]

[lltr] lower letter of [ltr]

A|B A or B

次頁に続く
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symbol common UTF-8 Cyrillic generic ascii macro

—ă ~[ltr]

ă~ _[ltr]

ằ |s[ltr] |с[ltr] |с[ltr]

ắ |d[ltr] |д[ltr] |д[ltr]

ẵ |g[ltr] |г[ltr] |г[ltr]

ă̂ |o[ltr] |о[ltr] |о[ltr]

ă̈ |r[ltr] |р[ltr] |р[ltr]

dă |h[ltr] |ч[ltr] |ч[ltr]

Command for Śńć~TEX compatibility
»Ĺ \И \И

»ĺ \и \и

˘ \О \О

¯ \о \о

Y \У \У

y \у \у

Ď– [ultr]\Ъ [ultr]\Ъ

ď– [lltr]\ъ [lltr]\ъ

Common accent command

ř \oksija [ltr]

ă„ \varija [ltr]

Ð \kamora [ltr]

»ă \zvatelco [ltr]

­ă \iso [ltr]

—ă \apostrof [ltr]

ă~ \ttlnrm [ltr]

ằ \ttls [ltr]

ắ \ttld [ltr]

ẵ \ttlg [ltr]

ă̂ \ttlo [ltr]

ă̈ \ttlr [ltr]

dă \ttlh [ltr]

ąăf \titlet{[ccs-a]}{[ccs-b]}∗12

note *12 [ccs-a]: accent letter; [ccs-b]: letter to be accented;

Ď– [ultr]\paeroku

[ltr] letter or command

[ccs] common command (control sequence)

[ultr] upper letter of [ltr]

[lltr] lower letter of [ltr]

A|B A or B

次頁に続く
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symbol common UTF-8 Cyrillic generic ascii macro

ď– [lltr]\paerokl

[ltr] letter or command

[ccs] common command (control sequence)

[ultr] upper letter of [ltr]

[lltr] lower letter of [ltr]

A|B A or B

3.3.5 メソッド切替

\slavmode{<generic|ascii>}命令によって，同一原稿内において generic と ascii との間でメソッドの

切替えが可能である．本命令は宣言であり，以降，引数に指定した入力メソッドでタイプセットが行われる．

初期状態では genericが設定されている．generic だけを利用する場合は本命令で切替える必要はない．

\setslavmode{<generic|ascii>}命令は同様にメソッド切替え命令であるが，メソッドをセットするだ

けで直後のエンコーディング変更を行わない．再度 \selectlanuage{oldchurchslavonic} 命令もしくは

\slav命令が発行された時点でこの指定メソッドが有効になる．一時的にメソッドを切替えたあと，直ちに戻

しておく場合などに使用する．

3.4 メソッド入力例

各メソッドの入力例を示す．

3.4.1 generic

【入力】

\documentclass{jarticle}

\usepackage[cp1251]{inputenc}

\usepackage[T2A]{fontenc}

\usepackage[oldchurchslavonic]{babel}

\begin{document}

\selectlanguage{oldchurchslavonic}

\OCSHER\ttls\OCSrcy\OCStverdo\oksija\OCSon\OCSslovo\OCSert{}

\OCSvedi\OCSon\OCSslovo\OCSkako\ttlnrm\OCSrcy\OCSslovo\OCSest{}

\zvatelco\OCSizhe\OCSzemlya\paerokl{}

\OCSmyslite\oksija\OCSest\OCSrcy\OCStverdo\OCSvedi\OCSery

\OCSher\OCSert, \OCSslovo\OCSmyslite\oksija\OCSest\OCSrcy

\OCStverdo i\OCSyu{} \OCSslovo\OCSmyslite\oksija\OCSest\OCSrcy

\OCStverdo\OCSerm{} \OCSpokoj\OCSon\OCSpokoj\OCSrcy\oksija\OCSaz

\OCSvedi\OCSerm.

\end{document}

【出力】
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Ţà̀âůáê ćőáłà~áě »ĺğ– ňşàâćëåê, áňşàâiî áňşàâì ŕőŕàřćì.

3.4.2 UTF-8

【入力】

\documentclass[uplatex]{jsarticle}

\usepackage[T2A]{fontenc}

\usepackage[oldchurchslavonic]{babel}

\languageattribute{oldchurchslavonic}{utf8}

\begin{document}

\selectlanguage{oldchurchslavonic}

Х|срт’осъ воск_рсе <из\ъ м’ертвыхъ, см’ертїю

см’ерть попр’авь.

\end{document}

【出力】

Ţà̀âůáê ćőáłà~áě »ĺğ– ňşàâćëåê, áňşàâiî áňşàâì ŕőŕàřćì.

3.4.3 キリル inputenc

【入力】

\documentclass{article}

\usepackage[cp1251]{inputenc}

\usepackage[T2A]{fontenc}

\usepackage[oldchurchslavonic]{babel}

\languageattribute{oldchurchslavonic}{cp1251}

\begin{document}

\selectlanguage{oldchurchslavonic}

Х|срт’осъ воск_рсе <из\ъ м’ертвыхъ, см’ертїю

см’ерть попр’авь.

\end{document}

【出力】

Ţà̀âůáê ćőáłà~áě »ĺğ– ňşàâćëåê, áňşàâiî áňşàâì ŕőŕàřćì.

3.4.4 ascii

【入力】

\documentclass{jarticle}

\usepackage[T2A]{fontenc}

\usepackage[oldchurchslavonic]{babel}

\languageattribute{oldchurchslavonic}{ascii}
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\begin{document}

\selectlanguage{oldchurchslavonic}

H\ttls{r}t\’osp2 vosk\_{r}se \<iz\paerokl{} m\’ertvyhp2,

sm\’ert\i{}yu sm\’ertp1 popr\’avp1

\end{document}

【出力】

Ţà̀âő«áê ćőáłà~áě »ĺğ– ňě«àâćëåê, áňě«àâiî áňě«àâì ŕőŕàă«ćì

3.5 アクセント・記号類

OldSlav環境では，Śńć~TEXオリジナル記法との互換性を重視したため，アクティブ・アクセント記法が標

準でオンになっている．つまり，アクセント付加命令 \’，\‘，\^，\<，\"，\~，\_を \なしで対象文字に前

置することができる． ­Jを出力するのに \"Jでも "Jでもよい．

アクティブ・アクセント記法は，アクセント用記号の分類コード（カテゴリーコード）を変更することによ

りこれを実現している．この関係で，数式や table環境の {l|c}，\char"8Fなど，|<^_"’‘~を含む命令の

処理でエラー，出力異常が発生するので注意が必要である．\leaveslavaccent 命令を直前に指定すること

によってこの問題を回避できる．\leaveslavaccent はアクセント用記号の分類コードを教会スラヴ語環境

以前の状態に戻す命令である．再度オリジナル・アクセント記法を有効にするには \setslavaccent 命令を

発行する．

oldslav.sty利用時では，\slavの代わりに \slavnaを用いるとアクセント用記号の分類コードを変更せ

ずに教会スラヴ語環境に移行する．この場合アクティブ・アクセント記法は利用できない．

\selectlanguageによる言語の切替え時，\leaveslav命令発行時，または \slav環境グループ終了時で

は，分類コードは自動的に復元される．

ascii メソッドでアクセントを付加したい場合，合字ではなく同じ文字を出力する命令を指定する．例えば

žは \’e0ではなく \’\yeと入力する．

3.6 数値表現

古代教会スラヴ語文献で行われた数値表現を \slnum(数値) によって得ることができる．\slnum(1000)

とすると “˝~ă”が出力される．例を表 3（21頁）に挙げる．

3.7 文字サイズ

通常の LATEXと同様である（21頁表 4）．

3.8 正教会装飾画像の出力

HipTEXに添付されている装飾画像（eps）を出力する命令もおまけで実装している．これらは祈禱書など

の正教会文献に見えるセパレータである．

• HipTEXがインストールされていなければならない．

• \usepackage[dvipdfm]{graphicx}のように Graphicxパッケージを読込んでおく必要がある．
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表 3 数値表現

数値 出力 数値 出力 数値 出力 数値 出力 数値 出力

1 ~ă 11 ~ă“ 10 ~“ 100 ~à 1000 ˝~ă
2 ~ć 12 ~ć“ 20 ~ł 200 ~á 666 å~xs
3 ~č 13 ~č“ 30 ~ń 300 ~â 2006 ˝ć~s
4 ~ď 14 ~ď“ 40 ~ň 400 ~̧ 5008 ˝e~ĺ
5 ~e 15 ~e“ 50 ~ŋ 500 ~ä 7500 ˝ğ ~ä
6 ~s 16 ~s“ 60 ~x 600 ~å 9000 ˝ ~f
7 ~ğ 17 ~ğ“ 70 ~o 700 ~z 60000 ˝~x
8 ~ĺ 18 ~ĺ“ 80 ~ŕ 800 ~w 500000 ˝ ~ä
9 ~f 19 ~f“ 90 ~ç 900 ~æ 1000000 ˝˝~ă

表 4 文字サイズ

サイズ 出力

\Huge Ąč~ă ŋĺłâůęě ćťďí ŋĺčďžęě.
\huge Ąč~ă ŋĺłâůęě ćťďí ŋĺčďžęě.
\LARGE Ąč~ă ŋĺłâůęě ćťďí ŋĺčďžęě.
\Large Ąč~ă ŋĺłâůęě ćťďí ŋĺčďžęě.
\large Ąč~ă ŋĺłâůęě ćťďí ŋĺčďžęě.

\normalsize Ąč~ă ŋĺłâůęě ćťďí ŋĺčďžęě.
\small Ąč~ă ŋĺłâůęě ćťďí ŋĺčďžęě.

\footnotesize Ąč~ă ŋĺłâůęě ćťďí ŋĺčďžęě.

\scriptsize Ąč~ă ŋĺłâůęě ćťďí ŋĺčďžęě.

\tiny Ąč~ă ŋĺłâůęě ćťďí ŋĺčďžęě.

HipTEX については文献［2］または http://yasuda.homeip.net/oldslav/oldslavtex.html を参照．

装飾画像出力命令を表 5（22頁）に示す．配置は適宜調整する．

3.9 Babel環境キャプション

Babel では言語環境に応じたキャプションを出力するマナーになっている．OldSlavパッケージ Babel 環

境のキャプションの出力内容を表 6（23頁）に示す．Babelロシア語環境と同じ内容である．

3.10 日付様式

OldSlav 環境標準では \today 命令は日付をロシア語で出力する．2010 年 4 月 17 日ならば “17 апреля

2010 г.” と出力される．パッケージオプションに slavdate を指定すると，これを教会スラヴ語で出力する．

前掲の日付は “ ~ğ“ »ăŕà“«ńiă ˝ć~“”と出力される．その様式は「日（教会スラヴ語数値表現） 月名 年（教会スラヴ語
数値表現）」である．
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表 5 装飾画像

命令 出力

\hdrcross

\delimpict

\csendpict

\csendpictsmall

\csendpictriodion

\slavdateon 命令を指定すると，これ以降，教会スラヴ語様式で日付を出力する．また，\slavdateoff

命令を指定すると，これ以降，ロシア語様式で日付を出力する．\slavdateon，\slavdateoffはパッケージ

オプション指定によらず \today命令の出力様式を切替えることができる．

\slavtoday命令は，教会スラヴ語環境内外によらず教会スラヴ語環境の設定様式で日付を与える．

本パッケージで採用した教会スラヴ語月名一覧を，表 7（23頁）に，日付で現れる生格形で示す．これらの

月名は，19世紀ロシア正教会で用いられた trebnik（聖事経—儀式や祈禱奉事についてしるした正教会文献）

1882年の写本を典拠とし，文献［6–8］を参照して採用したものである．

3.11 ラテン文字の出力

\textlatin命令によって教会スラヴ語環境内においてラテン文字・記号を出力できる．\latintext命令

で，指定以降のテキストをラテン文字・記号で出力できる．後者の場合は，適用範囲を限定するよう，グルー

ピングして用いるのがよい．

\OCSOMEGAD\textlatin{ABCD}\OCSYA ⇒ ˘ABCDJ
\OCSOMEGAD{\latintext ABCD}\OCSYA ⇒ ˘ABCDJ

3.12 ロシア語等キリル文字の出力

\textrussian 命令によって，教会スラヴ語環境内において現代キリル文字を出力できる．キリル文字は，

シンボル命令で入力する．utf8 オプションを指定している場合は，キリル文字を直接タイプできる．フォン
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表 6 キャプション・日付

命令 出力 命令 出力

\prefacename Предисловие \listtablename Список таблиц

\ccname исх. \refname Список литературы

\indexname Предметный указатель \headtoname вх.

\bibname Литература \figurename Рис.

\seename см. \chaptername Глава

\tablename Таблица \alsoname см. также

\appendixname Приложение \partname Часть

\proofname Доказательство \listfigurename Список иллюстраций

\enclname вкл. \glossaryname Glossary

\abstractname Аннотация \authorname Именной указатель

\pagename с. \today 17 апреля 2010 г.

表 7 教会スラヴ語月名一覧

月名 出力 月名 出力 月名 出力 月名 出力

1月 »“ăŋãřàiă 2月 äěćàãřàiă 3月 ňřàâă 4月 »ăŕà“«ńiă
5月 ňřiă 6月 »“ÿŋiă 7月 »“ÿńiă 8月 ­ăvčãáâă
9月 áěŕâşňąàiă 10月 »ołâÈąàiă 11月 ŋőşňąàiă 12月 ďěłşňąàiă

トエンコーディングは T2A，T2D，OT2，X2，XSをサポートしている．標準値は T2Aである．使用する

フォントエンコーディングは fontenc.sty によりプリアンブルで指定しておく必要がある．T2A以外の文

字を使用する場合は，事前に \setcyrillicencoding{<エンコーディング名>}命令によって当該文字の定義

されたフォントエンコーディングに変更する．\russiantext命令で，指定以降のテキストを現代キリル文字

で出力できる．後者の場合はグルーピングして用いる．Babel教会スラヴ語環境のみで使用できる．

\OCSOMEGAD\textrussian{\CYRA\CYRB\CYRV\CYRG}\OCSYA ⇒ ˘АБВГJ
\OCSOMEGAD{\russiantext \CYRA\CYRB\CYRV\CYRG}\OCSYA ⇒ ˘АБВГJ

3.13 英字・数字様式

教会スラヴ語フォントは英字を含まないため，独自マクロを実行する場合注意が必要である．英字出力

は \textlatin，\latintext 命令を使う．数字・記号類についても，この方法を推奨する．OldSlav は，

\thepage，\thesectionなどの番号については，ユーザがこの問題を意識しなくても，ラテンフォントで英

字・数字を出力するように調整されている．

enumerate 環境はラベルを英字・数字で出力する．これを教会スラヴ文字で出力したい場合，enumerate

環境の直前で \slavenumstyle 命令を指定する．再度 \selectlanguage で言語を切替えるか，

\latinenumstyle命令で標準に戻る．

\slavenumstyle命令はセクション番号や，改頁のタイミングによってはノンブルにも影響を与えるので局

所的に利用するのがよい．例を図 1（24頁）に示す．
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~ă. 第一レベル: 教会スラヴ語数値表現; 標準では 1.
~ć. 第一レベル: 同上; 標準では 2.

( ă ) 第二レベル: 教会スラヴ語アルファベット; 標準では (a)
( ą ) 第二レベル: 同上; 標準では (b)

i. 第三レベル: 標準と同じ
ii. 第三レベル: 標準と同じ

Ă. 第四レベル: 教会スラヴ語アルファベット; 標準では A.
Ą. 第四レベル: 同上; 標準では B.

図 1 教会スラヴ語ラベル例

3.14 パッケージオプション

OldSlav では教会スラヴ語環境の初期状態を設定するいくつかのオプションをプリアンブルで指定できる．

Babelと oldslav.styとで指定方法が異なるが，内容は同じである．

3.14.1 Babel環境の場合

Babel 環境ではオプションは \languageattribute 命令で指定する．必ず Babel パッケージの後に記述

する．\languageattribute 命令の第一引数は oldchurchslavonic 固定である．オプションリストは “,”

（カンマ）区切りで複数のオプションを並べてもよい．

\documentclass[a4paper]{jarticle}

\usepackage[T2A, T1]{fontenc}

\usepackage[oldchurchslavonic, nippon]{babel}

\languageattribute{oldchurchslavonic}{<オプションリスト>}

3.14.2 Babelを使わない場合

oldslav.styを用いる場合，オプションは \usepackage命令のオプション引数として指定する．オプショ

ンリストは “,”（カンマ）区切りで複数のオプションを並べてもよい．

\documentclass[a4paper]{jarticle}

\usepackage[<オプションリスト>]{oldslav}

3.14.3 オプション

サポートされているオプションとその意味は以下のとおり．† 付きは Babel環境でのみ使用できる．

inhibitslavactive アクティブ・アクセント記法を使用不可とする．アクセント命令用分類コード変更を行わ

ない．\setslavaccent命令を文中に指定しても機能しない．

slavaccentoff アクティブ・アクセント記法を初期状態でオフにする．\setslavaccent命令を指定すると

アクティブ・アクセント記法可能な状態に移行する．

ascii 言語切替えの初期状態において ascii メソッドに設定する．\slavmode{generic} を指定すること

により generic メソッドに移行できる．
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slavdate \today命令の出力を教会スラヴ語様式に設定する．省略するとロシア語で出力する．教会スラヴ

語環境において \slavdateoff命令によりロシア語出力に切替えることができる．また，\slavdateon

命令により本オプションによらず教会スラヴ語様式に切替えることができる．

utf8 † UTF-8 メソッドを利用する．この入力方式が機能するのは現時点では upLATEX及び pdfLATEXに

限られる．

cp1251† cp1251 メソッドを利用する．ファイル・エンコーディングを Windows CP1251 とし，

inputenc.styに同じオプションを指定しなければならない．

koi8-r† koi8-r メソッドを利用する．ファイル・エンコーディングを KOI8-Rとし，inputenc.sty に同

じオプションを指定しなければならない．

iso88595† iso88595 メソッドを利用する．ファイル・エンコーディングを ISO 8859-5とし，inputenc.sty

に同じオプションを指定しなければならない．

cp866† cp866 メソッドを利用する．ファイル・エンコーディングを DOS CP866 とし，inputenc.sty

に同じオプションを指定しなければならない．

ptexenc† UTF-8入力メソッドを ptetex3，pTEXLiveで用いることを指示する．ただし，アクティブ・ア

クセント記法は使用不可となる．アクセント命令の引数に UTF-8キリル文字を使用する場合は \’{е}

のように対象文字をグルーピングしなければならない．一部の文字アクセントについて，位置がそ

の他のオプション使用時と異なる場合がある．なお，platex --kanji=utf8 でコンパイルする前に

UTF-8 キリル文字を ^^十六進数 形式に変換しておく必要がある．これはキリル文字とギリシア文字

が JIS X 0208として扱われる ptexencの仕様に基づく．キリル文字とギリシア文字だけを ^^十六進

数形式に変換するフィルタの例を以下にあげておく．これを PTEX_IN_FILTER環境変数に設定してお

けばコンパイルに先立って変換操作を行う煩雑さがなくなる．

1 #!/usr/bin/perl
2 # convert Cyrillic and Greek Unicode char to ^^HEX format
3 use utf8;

4 binmode(STDIN , ":utf8"); binmode(STDOUT , ":utf8");

5 while (<STDIN >) {

6 utf8:: decode($_);

7 foreach my $chr (split (//, $_)) {

8 if ((( $chr ge "\x{0400}") && ($chr le "\x{04ff}"))||# Cyrillic
9 (($chr ge "\x{0370}") && ($chr le "\x{03ff}"))||# Greek

10 (($chr ge "\x{1f00}") && ($chr le "\x{1fff}"))){# Greek -Ext
11 utf8:: encode($chr); # UTF -8 encode
12 foreach my $bchr (split (//, $chr)) {

13 print(sprintf("^^%x", ord($bchr )));

14 }

15 } else {

16 print($chr);

17 }

18 }

19 }
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4 組版例

4.1 『詩篇五十番』より

文献［8］『詩篇五十番』からの引用により，古代教会スラヴ語テキスト組版例を示す．

ZĂŃŠĹ«ŘĲ ~ŋ
Ŕőňťńãľ ňï„ , ąę~ ě, ŕő ćěńťæíľ ňń̀âĺ âćőşľ, »ĺ ŕő ňŋůęěáâćã éěďàůâê âćőťåê »wç̀âĺ
ąěğğăłůŋiě ňőě„.

~ď. Ŋăĺŕřçě »wňźľ ňï„ q ąěğğăłůŋiï ňőěčw„ , »ĺ q čàíåă„ ňőěčw„ »wç̀âĺ ňï„ :
~e. ­jłw ąěğğăłůŋiě ňőě„ ­ăğê ğŋřî, »ĺ čàžåê ňůľ ŕàěďő ňŋůî ­eáâì ćźŋã.
~s. ŠěąÍ »eďťŋőňã áőčàíèťåê »ĺ ńãłřćőě ŕàěď– âőćůî áőâćőàťåê: ­jłw ďă

»wŕàăćďťèĺáï ćő áńőćěážåê âćőťåê, »ĺ ŕőąíďťèĺ ćŋěčďă„ áãďťâĺ âĺ„.
~ğ. Śş ąő, ćê ąěğğăłůŋiĺåê ğăçřâê ­eáňì, »ĺ ćő čàíážåê àőďť ňï ňřâĺ ňőï„ .
~ĺ. Śş ąő, ­ĺáâĺŋã ćőğńîąťńê »eáĺ„, ąěğćÖáâŋăï »ĺ âÐľŋăï ŕàěňà́őáâĺ âćőěï„ »jćťńê

ňĺ„ »eáĺ„ .
~f. »Włàőŕťèĺ ňï„ »vááÈŕőňê, »ĺ »wçťéãáï: »wňźěèĺ ňï„ , »ĺ ŕřçě áŋžčă »yąíńżáï.
~“. Śńÿåã ňőěňÎ ďřáĺ àřďőáâì »ĺ ćěáşńiě: ćőğàřďãîâáï łÈáâĺ áňĺàěŋ«ŋëï.
~ă“. Qćàăâĺ„ ńĺæě„ âćőě„ q čàÖåê ňőťåê, »ĺ ćáØ ąěğğăłÈŋiï ňőØ »wç̀âĺ.
~ć“. Śşàďæě çťáâő áőğťęďĺ ćő ňŋÍ, ąę~ ě, »ĺ ďå~ê ŕàřćê »wąŋőćĺ„ ćő »yâàůąí ňőě„ľ.
~č“. Ŋě qćşàęĺ ňěŋe„ q ńĺæă„ âćőěčw„ , »ĺ ďå~ă âćőěčw„ áâ~řčw ŋě qĺňĺ„ q ňěŋe„ .
~ď“. Ćőğďřęďì ňĺ„ àřďőáâì áŕ~ăáşŋiï âćőěčw„ , »ĺ ďå~őňê ćń́çŋĺňê »yâćěàďť ňï.
~e“. ŊăãçÎ ąěğğăłÈŋŋëï ŕãâe«ňê âćőÒňê, »ĺ ŋěçěáâťćiĺ łê âěąÍ »wąàăâ¿âáï.
~s“. »Ĺğąřćĺ ňï„ q łàőćşľ, ąę~ ě, ąę~ ě áŕ~áşŋiï ňőěčw„ : ćőğàřďãěâáï »ïğźłê ňůľ

ŕàřćďí âćőşľ.
~ğ“. Čď̀ĺ, »yáâŋÍ ňőĺ„ qćşàğěèĺ, »ĺ »yáâă„ ňőØ ćőğćíáâ¿âê åćăńÎ âćőî„ .
~ĺ“. ­Jłw ­ăéě ąë ćőáåőâžńê »eáĺ„ ęşàâćë, ďřńê ąźåê ­yąw: ćáěáőęęe«ŋiï ŋě

ąń~čőćőńťèĺ.
~f“. Ęşàâćă ąč~ã ďÿåê áőłàãèşŋê: áşàďæě áőłàãèşŋŋő »ĺ áňĺàşŋŋő ąč~ê ŋě »yŋĺçĺęťâê.
~ł. »Yąń~ęĺ„, čď̀ĺ, ąń~čőćőńşŋiěňê âćőťňê áiÈŋă, »ĺ ďă áőğťęďãâáï áâžŋë »“ě̀àńÒňáłiï:
~łă. âőčďă„ ąń~čőćőńťèĺ ęşàâćã ŕàřćďë, ćőğŋőèşŋiě »ĺ ćáěáőęěčřeňăï: âőčďă„

ćőğńőęřâê ŋă »ońâřàì âćůľ âěńìæë„ .

LATEX原稿の記述は以下のとおり．
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\begin{quote}

\def\bibp#1{\hskip.25em\makebox[1em][c]{\slnum(#1).}\hskip.2em}%

\selectlanguage{oldchurchslavonic}

\hdrcross\par\vspace{1em}\par

\hfil{\large\color{red}ŢALT’IR^ \slnum(50)}\hfil

\parindent=0pt\noindent

{\Large\color{red}P}\large om’iluȷ m‘ć, b_ıe, po vel’icşȷ m|slti tvo’eȷ, \i po
mn’oıestvu wedr’ot­ tvo’ih­ <ń|sqti bezzak’on =e mo‘e.\par
\bibp{4}

Naip’aqe <ńm’yȷ m‘ć ŋ bezzak’on =ć moeg‘ń, \i ŋ grşh‘a moeg‘ń <ń|sqti m‘ć:\par
\bibp{5}

”jkń bezzak’on =e mo‘e ”az­ zn’a‰, \i gr’şh­ m’oȷ predo mn’o‰ ”‚st~ v’ynu.\par
\bibp{6}

Teb‘ş <‚d’inomu sogrşx’ih­ \i luk’avoe pred\­ tov’o‰ sotvor’ih­:
”jkń da <ńpravd’ixisć vo sloves’şh­ tvo’ih­, \i pobşd’ixi vnegd‘a
sud’iti t‘i.\par
\bibp{7}

S’e bo, v­ bezzak’on =ih­ zaq’at­ ”‚sm~, \i vo grşs’şh­ rod’i mć m’ati mo‘ć.\par
\bibp{8}

S’e bo, ”istinu vozl‰b’il­ <‚s‘i, bezv^şstnać \i t^aȷnać prem|drosti tvoe‘ć
<jv’il­ m‘i <‚s‘i.\par
\bibp{9}

<Ńkrop’ixi m‘ć <łss’ńpom­, \i <ńq’iwusć: <ńm’yexi m‘ć, \i p’aqe sn’şga
<ybşl’‰sć.\par
\bibp{10}

Sl’uhu moem‘u d’asi r’adost~ <i ves’el =e: vozr’adu‰tsć k’ństi smire’nnyć.\par
\bibp{11}

Ŋvrat‘i lic‘e tvo‘e ŋ gr^şh­ mo’ih­, <i vs^ć bezzak’ńn =ć mo^ć <ń|sqti.\par
\bibp{12}

S’erdce q’isto soz’iıdi vo mn‘ş, b_ıe, <i d_h­ pr’av­ <ńbnov‘i vo <ytr’obş
mo‘eȷ.\par
\bibp{13}

Ne ŋv’erıi men‘‚ ŋ lic‘a tvoeg‘ń, \i d_ha tvoeg‘ń s_t’agń ne ŋim‘i ŋ men‘‚.\par
\bibp{14}

Vozd’aıd~ m‘i r’adost~ s_pas’en =ć tvoeg‘ń, \i d_hom­ v|dlqnim­ <ytverd’i mć.\par
\bibp{15}

Nauq‘u bezzak’ńnnyć put’‚m­ tvo^im­, \i neqest’iv =i k­ teb‘ş <ńbrat’ćtsć.\par
\bibp{16}

<Izb’avi m‘ć ŋ krov’eȷ, b_ıe, b_ıe s_ps’en =ć moeg‘ń: vozr’aduetsć <ćz’yk­ m’oȷ
pr’avdş tvo’eȷ.\par
\bibp{17}

G|sdi, <ystn‘ş mo‘i ŋv’erzexi, \i <yst‘a mo^ć vozvşst’ćt­ hval‘u tvo‘‰.\par
\bibp{18}

”Jkń ”awe by voshot’şl­ <‚s‘i ı’ertvy, d’al­ b’yh­ ”ybń: vsesoıı’‚n =ć ne
b_lgovol’ixi.\par
\bibp{19}

”’ertva b_gu d’uh­ sokrux’en­: s’erdce sokrux’enno \i smir’enno b_g­ ne
<yniqiı’it­.\par
\bibp{20}

<Yb_lı‘i, g|sdi, b_lgovol’en =em­ tvo’im­ s =’ńna, \i da soz’iıdutsć st’şny
< =e|srl^imsk =ć:\par
\bibp{21}

togd‘a b_lgovol’ixi ı’ertvu pr’avdy, voznox’en =e \i vsesoıeg’a‚mać: togd‘a
vozloı’at­ na <ňlt’ar~ tv’oȷ tel~c‘y.

\end{quote}
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4.2 『聖書—ヨハネによる福音書』より

文献［8］からの引用で，組版例を示す．

Q »IWĂ«ŊŊĂ áâ~ůě ąń~čőćíáâćőćřŋiě

Ćê ŋăçřńí ąÍ áńůćő, »ĺ áńůćő ąÍ łê ąč~ã, »ĺ ąč~ê ąÍ áńůćő. ~ć. Śşľ ąÍ »ĺáłőŋĺ„ łê ąč~ã: ~č. ćáØ âžňê ąźèă,
»ĺ ąěğ– ŋěčw„ ŋĺçâůęě ąźáâì, ­eęě ąźáâì. ~ď. Ćê âůňê ęĺćůâê ąÍ, »ĺ ęĺćůâê ąÍ áćžâê çěńőćžłwňê:
~e. »ĺ áćžâê ćő âňÍ áćžâĺâáï, »ĺ âňă„ »ečw„ ŋě »wą–¿âê. ~s. Ąźáâì çěńőćÍłê ŕő„áńăŋê q ąč~ă, ­ĺňï »eňÎ
»“wřŋŋê: ~ğ. áşľ ŕàiťďě ćő áćĺďžâěńáâćő, ďă áćĺďžâěńáâćãěâê »w áćžâí, ďă ćáĺ„ ćžàã ­ĺňãâê »eňÎ. ~ĺ.
Ŋě ćÍ âůľ áćžâê, ŋő ďă áćĺďžâěńáâćãěâê »w áćžâí: ~f. ąÍ áćžâê ­ĺáâŋŋëľ, ­ĺęě ŕàőáćíéřěâê ćá¿łăčő
çěńőćžłă čàïďÿéăčő ćê ňÁàê: ~“. ćê ňÁàí ąÍ, »ĺ ňÁàê âžňê ąźáâì, »ĺ ňÁàê »ečw„ ŋě ŕőğŋă„: ~ă“. ćő áćőØ
ŕàiťďě, »ĺ áćőĺ„ »ečw„ ŋě ŕài¿èă. ~ć“. »Ěńťæë ęě ŕài¿èă »ečő„, ďăďě„ —ĺňê ­wąńăáâì çřďwňê ąę~ iĺňê ąźâĺ,
ćžàãîéëňê ćő ­ĺňï »ečw„ , ~č“. —ĺęě ŋě q łàůćě, ŋĺ q ŕůåőâĺ ŕńőâáłÁï, ŋĺ q ŕůåőâĺ ňÿęěáłiï, ŋő q ąč~ă
àőďťèăáï. ~ď“. »Ĺ áńůćő ŕń~âì ąźáâì »ĺ ćáěńťáï ćê ŋë„ , »ĺ ćťďíåőňê áńřćã »ečw„ , áńřćã ­jłw »eďĺŋőàůďŋăčw
q »oæ~ă„, »ĺáŕůńŋì ąńčấĺ »ĺ ­ĺáâĺŋë. ~e“. Îwřŋŋê áćĺďžâěńáâćãěâ »w ŋşňê »ĺ ćőğğćă„ čńăčůńï: áşľ ąÍ, »ečůęě
àžåê, ­ĺęě ŕő ňŋÍ čàïďźľ, ŕàěďő ňŋůî ąźáâì, ­jłw ŕşàćíě ňěŋe„ ąÍ.

4.3 『祈禱書』—Śńć~TEXサンプルより

ŇŐŃĹ«ŠĆĂ ŘĂĞŘİŸĹ«ŠĚŃĲŊĂ§
Q »IĚŘĚ«Ă

ŊĂĎ– ŔŘĚŚŠĂ«ĆŃĲŸĹŇŚ§ ŮŠŐ«ŇĂ§

Čď̀ì ŋřèê »“ĺ~áê åà̀âůáê, ąę~ şáâćěŋŋőî áćőşî ąń~čőďřâiî, ďřàőňê ęě »ĺ ćńřáâiî, ďřŋŋőî áâ~Õňê »ečw„ »yç~ŋłÈňê
»ĺ »ăŕ̀ńwňê, ćő ­eęě ćïğřâĺ »ĺ àíèťâĺ čàíåĺ„ çěńőćžłwćê, [àşłê —ĺňê: ŕàiĺňťâě ďå~ă áâ~řčő, ­ĺåęě qŕãáâĺâě„
čàíåĺ„, qŕÿáâïâáï —ĺňê: »ĺåęě »yďěàęĺâě„, »yďěàęřâáï: »ĺ »eńÒłă ­ăéě áć¿ęěâě »ĺ àăğàíèĺâě„ ŋă ğěňńĺ„,
ąÿďãâê áćØğăŋă »ĺ àăğàíèe«ŋă »ĺ ŋă ŋą~áĺ„] q ­oŋíåê ęě »ĺ ŋă ŋë„ ďàÿčê ďàãčőŕàiĺňřâěńìŋw ŕàĺèşďèěî,
ďă áőâćőàťâê çàěğ– ňěŋě„ áňĺàşŋŋăčő ŕàőéşŋŋő »ĺ áiě„ ŕő ďÿåã çřďő [­ĺň̈łê] q ćážåê, »eńÒłă ­jłw çěńőćžłê
áőčàíèĺ„ ąč~ ã áńůćőňê, »ĺńĺ„ ďžńőňê, »ĺńĺ„ ňźáńiî »ĺ ćážňĺ áćőťňĺ çÿćáâćë, ćůńěî »ĺńĺ„ ŋěćůńěî, ćžďíŋiěňê
»ĺńĺ„ ŋěćžďíŋiěňê. ­Ăéě ęě ŕőď– łń¿âćőî »ĺńĺ„ qńãçşŋiěňê »ăàåiěàşľáłĺňê »ĺńĺ„ »“ěàşľáłĺňê ąźáâì, »ĺńĺ„ ­ăéě
łń¿âćã »oâæă„ áćőěčw„ »ĺńĺ„ ňřâěàě áćőěï„ ŋăćěďě„ ŋă áï„ , »ĺńĺ„ áćőěňÎ ŕàőłń¿âiî ŕőďŕăďě„, »ĺńĺ„ łń¿âćã ŕàěáâãŕĺ„,
»ĺńĺ„ »ĺŋźňĺ ŋžłiĺňĺ čàíåÒ ­jłw çěńőćžłê áćïğřáï: ŋő »w ćážåê áťåê áşàďæěňê áőłàãèşŋŋëňê ŕőłřïáï,
»ĺ q âžåê ćážåê ćĺŋë„ »ĺ ­îğë ďă àăğàíèťâê »ečő„ [ —î]: »eńÒłă ęě ğă ŋşňőéì »eáâěáâćă„ ğăąćşŋiî ŕàěďăďě„ »ĺ
âÐ ćáØ ďă ŕàőáâťâê »eňÎ [ ­eľ], çń~ćíłőńżąiï àřďĺ áćőěčw„ , ňń~âćăňĺ ŕàěáâ~źï »ĺ ŕàěąń~čőáńőćşŋŋëï ćń́çæë
ŋřèěï ąǽë »ĺ ŕàĺáŋőďć~ë ňà~Áĺ, áâ~źåê áńřćŋëåê »ĺ ćáěåćřńìŋëåê »ăŕ̀ńê »ĺ ćážåê áâ~źåê, »ăňťŋì.
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5 Babel環境補遺

5.1 nippon言語定義

OldSlavには Babel日本語言語定義 nippon.ldfと nippon.styを添付している．これは単にキャプショ

ンと日付を日本語で出力するためのものである．稲垣氏も japanese.{ldf, sty} を配布しているが，これ

と機能的に同じものであり，名称が重複して混乱を避けるため，本パッケージ提供のものは japaneseではな

く nipponとしている．

Babel 言語オプションに nippon と指定すれば利用できる．日本語切替えは \selectlanguage{nippon}

とする．通常の Babel言語と同じ操作である．

nippon言語定義は pLATEX2ε環境専用であり，latexコマンドでは利用できない．

5.2 言語オプション指定について

Babelでは言語オプションの指定について以下の形式でもよいことになっている．

\documentclass[言語名 1,言語名 2,...,言語名 n]{jarticle}

\usepackage{babel}

しかしOldSlavを 2節（5頁）の手順でインストールしただけでは，oldchurchslavonic，nipponについて

はこの形式は利用できない．本文で説明したとおり，\usepackage[oldchurchslavonic, nippon]{babel}

の形式でオプション指定を行う必要がある．実際問題としてこれで充分だと考えられるが，OldSlavについて

も \documentclass のオプションに言語名をしるす形式を利用したい場合，Babelのコントロールスタイル

babel.styに以下の追加が必要である．

\DeclareOption{oldchurchslavonic}{\input{oldchurchslavonic.ldf}}

\DeclareOption{nippon}{\input{nippon.ldf}}

5.3 他の言語パッケージとの併用について

作者は OldSlavを Babel環境でいくつかの言語パッケージと併用する試験を行っている．（添付多言語サン

プル ocsmulti.pdf参照）．

言語パッケージによっては不具合が発生することが判っている．例えば activeacuteオプション付きでス

ペイン語と併用すると ’e（é）が鋭アクセント付き eではなく ’eと出力されてしまう．

もっともスペイン語と古典ギリシア語の二者間でも後者の曲アクセントが脱落するなど，言語パッケージ間

に相性が存在する例は OldSlavに限ったことではない．Babelで正式にサポートされている言語パッケージ

であっても，これらすべてが相互に干渉なく利用可能というわけではないし，こちらを立てればあちらが立た

ずという状況は珍しくない．

この原因は主に言語パッケージによる分類コードの変更にある．OldSlavに関しては，アクセント用記号の

分類コード及びこれに割当てられた命令の復元すべき内容として，パッケージが読み込まれた時点での初期状

態を基準としている．このため，文書において多くの言語を渡り歩く過程で保存内容と差異が発生してしまう

場合がある．仮に OldSlavを切替え直前の分類コードに復元する方式に変更したとしても，後続する古典ギ

リシア語に対して，ちょうどスペイン語が及ぼす悪影響と同じ結果を惹き起こしてしまう．
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この問題を調整する方法としては，OldSlavとの併用ではまず OldSlavオプションに inhibitslavactive

を指定し，分類コード変更を抑止することがあげられる．他方，各言語をグループの内側（{}内）に記述する

ことも分類コード変更の影響を閉じ込めてしまう方法として有効である．後者の方が OldSlavアクセント記

法を維持できるので筆者のお勧めである．問題は分類コードに限るわけではないが．

\documentclass[a4paper]{jarticle}

\usepackage[T2A, T1]{fontenc}

\usepackage[spanish, oldchurchslavonic, polutonikogreek, activeacute]{babel}

\languageattribute{oldchurchslavonic}{ascii}

\begin{document}

{% グルーピング 古典ギリシア語

\selectlanguage{polutonikogreek}

>’Andra moi >’ennepe, Mo~usa, pol’utropon,...

}%

{% グルーピング 教会スラヴ語

\selectlanguage{oldchurchslavonic}

H|srt‘osp2 vosk_rse ^iz m‘ertvyhp2,...

}%

{% グルーピング スペイン語

\selectlanguage{spanish}

espa~nol y japon’es...

}%

\end{document}

῎Ανδρα μοι ἔννεπε, Μοῦσα, πολύτροπον,...

Ţà̀âő„áê ćőáłà~áě »ĺğ ňě„àâćëåê,...
espa nol y japonés...

»Ĺğ– čńãąĺŋë„ ćőğğćřåê łê âěąÍ, čď̀ĺ: čď̀ĺ, »yáńźèĺ čńřáê ňůľ.
Ďă ąÿďãâê ­yèĺ âćőĺ„ ćŋşňńîéí čńřáã ňőńşŋiï ňőěčw„ .

[Zăń. à~łf.]

あゝヱホバよ　われふかき淵より汝をよべり　主よねがはくは

わが聲をきゝ　汝のみゝをわが懇求のこゑにかたぶけたまへ

（旧約聖書『詩篇』130章）
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6 その他

6.1 変更履歴

- 2006/05/31 OldSlav Ver. 0.1 新規作成．

- 2006/09/13 \slavenumstyle，\latinenumstyleサポート．

- 2006/09/18 OldSlav Ver. 0.1e 仮想フォント，アスキートランスクリプション対応．

- 2006/09/23 OldSlav Ver. 0.1f Śńć~TEXオリジナル・アクセント記法サポート．

- 2006/09/26 OldSlav Ver. 0.1g japanese.{ldf,sty}を nippon.{ldf,sty}に名称変更．

- 2006/10/01 inhibitslavactive，slavaccentoff，asciiオプション追加．

- 2008/07/05 OldSlav Ver. 0.1i Type1フォント添付．

- 2009/02/07 OldSlav Ver. 1.0 教会スラヴ語日付出力．

- 2009/12/20 OldSlav Ver. 1.1 UTF-8メソッド，キリル文字出力拡張，d文字 titlo，ハイフン文

字変更．

- 2010/01/08 OldSlav Ver. 1.2 キリル inputencメソッド．

- 2010/04/17 OldSlav Ver. 1.3 vwtuサポート．
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